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アップコン
工法の
特 長

1m 1m1m 1m 1m間隔で注入して
空隙を100%充填します

たわんだ床下に
ウレタン樹脂を注入

発泡圧力で
床を押し上げる

こんなお悩みをアップコンが素早く解決！

工場・倉庫・物流センターなど

アップコン工法【コンクリート床スラブ沈下修正工法】とは

床の沈下を操業を止めずに修正
アップコンは地震や地盤沈下によって生じてしまった

コンクリート床の傾き・段差・空隙・空隙による振動を、
硬質発泡ウレタン樹脂を使用して短工期で修正します。

空隙が起因する振動で不良品率が増加 床がたわんで、機械の水平がとれない

倉庫の荷物がまっすぐに積みあがらない 段差が生じ、フォークリフトの走行が困難

工期は従来工法の1/10

1.短工期

アップコン工法は施工プラント車１台で１日あたり100～150㎡

の施工が可能です。例えば1000㎡の物件を施工プラント車７台

で施工した場合、たったの１日で施工が可能です。

わずか1日！

アップコン工法なら、工期1/10！
※モデル施工条件
　面積：100～150㎡、
　コンクリートスラブ厚：
　150mm、最大沈下量：50mm前後

（コンクリート打替え工法）■従来工法との比較

アップコン工法は養生期間を必要としないため、
大幅な工期の短縮化を実現！！ 施工後はすぐに操業開始可能です。

アップコン
工法

10日以上

沈下した
コンクリート
撤去

（コンクリート版破砕）

新しいコンクリート打設

●配筋/型枠設置
●コンクリート打設
●仕上げ/養生/
　型枠撤去など

2.
機械や荷物を
移動せずに施工可能

操業を止めない

アップコン工法は、機械や荷物の移動、それに伴う、代替スペース
の確保の必要がありません。お客様の操業を止めずに施工するこ
とで、トータルコストの大幅な削減が可能。操業停止中の夜間の施
工も可能です。

3. 4.
高い技術力と
資格を持った自社社員

高い技術力

アップコンの施工スタッフはすべて自社社員。

しっかりと教育を受け、経験を積んだ社員だからこそ出来る、

精度の高い仕上がりでお客様のお悩みを解決します。

大型プラントの設置必要なし

施工がコンパクト

アップコンは、資機材一式搭載した施工プラント車で北は北海道、

南は九州・沖縄まで直行します。工場、倉庫などの場合、建物の出

入り口付近に施工プラント車を配置し、そこから約80m延長可能

な樹脂注入ホースを施工箇所まで延ばして、施工を行います。

（ウレタンは１㎡あたり最大１０tの発泡圧力で床を押し上げるため、重たい機材や荷物の移動が不要です）
※状況により異なる場合もございます。

1円玉より小さなウレタン注入孔

沈下・段差・傾き・空隙が生じた既設コンクリート床に、直径16mmの小さな穴を開け、
ミリ単位でレベルを常時監視しながら、ウレタン樹脂を注入します。
床下に注入された樹脂は、短時間で発泡する圧力で地盤を圧密強化しながら、
地耐力を向上させ、コンクリートを押し上げて修正します。
樹脂の最終強度は、約60分で発現します。また、床下に空隙が発生している場合は、
同じ方法で空隙充填を行います。



100％充填 隙間が発生

埼玉県内、精密部品製造工場（土間床沈下修正工事＋床下空隙充填工事）施工事例

地盤沈下により土間床にひび・たわみが発生し機械に振動が発生していた精密部品製造工場。
振動による製品精度への影響を防止するため、たわみ解消の沈下修正工事と土間床下の空隙充填工事を行いました。

総施工面積287㎡　施工日数3日間　最大沈下量44mm　最大空隙量50mm

施工後はウレタン樹脂が密に充填されている施工前50mmあった空隙CCDカメラを使用し空隙の充填を確認

注入の様子（機械を移動させずに作業）機械が振動し、製品精度への影響が懸念されていた地盤沈下により、土間床にひび・たわみが発生

■空隙が残り、再沈下のリスクが高まる
■樹脂が広がっていない箇所も無理に持ち上げるため、
　床に負担がかかり、大きなひび割れが発生しやすい

■隙間なく空隙が充填され再沈下しにくい
■1m間隔で注入を行うことで、床に負担をかけずに
　精度の高い仕上がりを実現

注入間隔1ｍの場合 注入間隔を広げた場合

１ｍ間隔でウレタンを注入し、
床下の空隙を100％充填します

隙間なし！

隙間

総施工面積1798.5㎡　施工日数6日間　最大沈下量107mm

熊本県内、物流センター （土間床沈下修正工事)
 

段差が修正され、フラットな状態にウレタン樹脂注入（ミリ単位でレベル管理）集塵機は実用新案登録済み。削孔時に埃が殆ど発生しません

荷物を移動させずに施工（養生徹底） ウレタン樹脂注入用ホース搬入（最大延長80m）地震の影響で段差が生じてしまった倉庫内

熊本大震災の影響で、床の沈下が発生してしまった物流センター。沈下の影響で荷物の運搬に必要なフォークリフトの走行が困難な状況でした。
アップコンはトラックを２台使用し、沈下をスピーディーに修正。施工完了直後に、フォークリフトの走行が可能となりました。

ウレタン樹脂の影響範囲は約1ｍのため、アップコン工法は１ｍ間隔でウレタン樹脂を注入し、
床下の空隙を残すことなく100％充填します。
注入間隔を広げた場合、一見まっすぐになった床でも、床下に空隙が残ってしまい
再沈下やコンクリート床にひび割れが発生する可能性があります。

施工後にコンクリート振動測定/30dB～90dBを測定

約30～78dB 約30～60dB約30～78dB 約30～60dB

施工前 施工後

振動抑制を実現

振動計による検証（愛知県内倉庫の施工物件より）

空隙が原因で、
床振動が発生、

100％の空隙充填を行い
60ｄB以下まで
振動を軽減
70dB以上が

物的被害感を感じる数値

A液とB液を
混合する

化学反応
により発泡

硬質発泡ウレタン
樹脂の形成

硬質発泡ウレタンはＡ液（ポリオール）Ｂ液（イソシアネート）の２液が、短時間で液体→固体へ
と化学反応により状態を変えながら形成される樹脂です。地盤に注入された２液は、この化学
反応を起こしながら、半径1～1.5m程度の影響範囲で広がります。 

A液（ポリオール）と
B液（イソシアネート）

硬質発泡ウレタンについて

1m間隔 3m間隔隙間あり！

上面

断面



mm

件 件 件 件件 件782 306 192 24467 189

※2022/12月現在

工場・倉庫

件79

学校・公共施設店舗・商業施設 道路他
公共インフラ

農水路トンネル
FRT工法

住宅 その他

25.5

51.9

185

1400

アップコンの沈下修正工事、空隙充填工事は、優れた施工・品質管理を認められ
ウレタン樹脂を使った補修工法として国土交通省をはじめ、農林水産省及び全国各地で
建築・土木の補修工法として多数の採用実績をいただいています。

施工までの流れ

施工実績

お問合せから、施工まで、スピーディーに対応致します。

※現地状況や、図面の有無により行わない場合もございます

様々な建物の施工実績あり。お気軽にご相談ください。

お問合せ 現地調査 お見積 成 約 事前打合せ 施 工
※

（空隙量が大きい現場に提案）空隙充填用樹脂

◎耐薬品性

フロンガス定量分析試験結果

物性値

環境に配慮した硬質発泡ウレタン樹脂
フロン・代替フロンを発生しない環境に安全な完全ノンフロン材を使用しています。
水や海水、並びに土中に含まれる他のほとんどの物質に対して溶出しないので、土壌に影
響を与えません。

ISOジュネーブ本部発行のカタログに
モデルケースとして紹介されました。
（世界でカタログに紹介された企業は2社のみ）

環 境 へ の 取 り 組 み

アップコンはこれまで「ＣＯ２排出削減」
「完全ノンフロン樹脂の使用」「ISO14001取得」などの
取り組みを行ってきました。
「地球環境に配慮した」事業活動を展開し、
ストック型社会への対応、地球環境の保全と
経済活動の継続的発展に寄与し、
更に信頼される企業づくりを目指していきます。


